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第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値の差異、営業外収益（為替差益）の計上 

及び 

通期連結業績予想数値の修正に関するお知らせ 

 

平成 26 年５月 12 日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

記 

 

１． 第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値の差異 

    （平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日） 
 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

平成 26 年 5 月 12 日発表予想（Ａ） 
百万円

93,700
百万円

500
百万円

400
百万円 

200 
円 銭

5.86

実 績 値 （Ｂ） 115,808 1,332 2,785 2,624 76.94

 増 減 額 （Ｂ-Ａ） 22,108 832 2,385 2,424 

増 減 率 （％） 23.60 166.43 596.47 1,212.48 

（ご参考）前期実績        

（平成 26 年３月期第２四半期） 
120,570 567 2,163 612 17.96

 

２． 通期連結業績予想数値の修正 

（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日） 
 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

平成 26 年 5 月 12 日発表予想（Ａ） 
    百万円

200,000
百万円

500
百万円

400
百万円 

10 
円 銭

0.29

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 203,000 500 1,400 900 26.38

 増 減 額 （Ｂ-Ａ） 3,000 ― 1,000 890 

増 減 率 （％） 1.50 ― 250.00 8,900.00 

（ご参考）前期実績        

（平成 26 年３月期） 
234,042 △5,465 △2,253 △6,745 △197.70
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３． 第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値の差異の理由 

 

当第２四半期連結累計期間は、当社の主要市場である米国経済の景気回復が続いたことから、当社

の業績は売上高につきましては主力製品である液晶テレビの大型化や米国の年末商戦向け出荷が順

調であることにより前回予想を上回る結果となりました。営業利益につきましても売上高増加の影響

に加えまして、オーディオアクセサリーの売れ筋商品への品目数絞り込みによる効率化、及び在庫管

理の徹底などに取り組んだことから前回予想を上回りました。経常利益及び当期純利益につきまして

もこれに加えて円安による為替差益が発生しており、前回予想を上回る結果となりました。 

 

４． 営業外収益（為替差益）の計上 

 

昨今の為替相場の円安進行により、平成 27 年３月期第２四半期連結累計期間において、為替差益

1,397 百万円を営業外収益に計上いたしました。なお、上記の金額は、平成 27 年３月期第２四半期

末時点の為替相場における為替差益であり、今後の為替相場の状況により変動いたします。 

 

 

５． 通期連結業績予想数値修正の理由 

 

 上半期における米国経済は上述のとおり推移しましたが、足元では小売売上高が前年比マイナスに

転じるなど、下半期の事業環境は依然不透明と考えており、営業利益につきましては、前回予想を据

え置きますが、引き続き円安による影響を考慮し、経常利益、当期純利益をそれぞれ前回発表予想か

ら修正いたします。 

 

 

注：業績予想は、現時点で入手した情報に基づき判断したものでリスクや不確実性を含んで

おります。 

主要市場である米国をはじめ、海外の経済情勢の変化や製品価格及び為替の急激な変動な

どにより、実際の業績は見通しと異なることがあります。                      

以 上 

  
 


